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ポスト福島第一原発事故における 
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場所：ANAクラウンプラザホテル新潟 3F 「阿賀」

Ⅱ．地域の方々からの応答

(1) 福島第一原発事故の概要と原発避難の問題　    

……松井　克浩（新潟大学)

(2) 柏﨑刈羽原発の再稼働等に関するローカルメディアの分析

……伊藤　守（早稲田大学）

(3) 福島第一原発事故後の原発をめぐる住民意識
                           ～刈羽・柏崎・長岡三地域の調査から～　　　　　

……杉原 名穂子（新潟大学）

(4) ポスト福島第一原発事故における柏﨑・刈羽地域
                                  の原発との関係性の変容について　　　　　　　

……渡邊　登（新潟大学）

(1) 新野 良子さん
　　　  （「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」会長）

(2) 高桑 千恵さん
　　　  （「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」委員）

Ⅲ．討論

Ⅰ．発表

入場無料
定員60名

お問い合わせ・お申し込み 新潟大学人文社会教育科学系(人文学部)　渡邊　登まで
(025-262-6569 又は watanabe@human.niigata-u.ac.jp)


